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天
然
藍
染
の
美
し
さ
―
―
明
治
初

期
、
日
本
を
訪
れ
た
イ
ギ
リ
ス
の
科
学

者
は
〝
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ル
ー
〞
と
称
賛
し

た
と
い
う
。
そ
の
文
化
を
現
代
に
伝
え

る
村
田
染
工
の
村
田
敏
行
社
長
は
、
会

長
で
父
親
の
博
氏
が
手
が
け
た
藍
染
の

経
緯
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
当
社
は
創
業
か
ら
ず
っ
と
化
学
染

料
を
使
用
し
て
い
た
。
し
か
し
、
３
代

目
に
当
た
る
父
が
１
９
８
９
年
に
別
部

門
と
し
て
藍
染
工
房
・
壺
草
苑
を
立
ち

上
げ
て
い
る
。
自
然
か
ら
採
れ
る
原
料

の
み
を
用
い
る
方
法
で
糸
や
生
地
を
染

め
、
自
社
製
品
も
作
っ
た
」

　

創
業
は
大
正
８
年
（
１
９
１
９
）。

当
時
は
地
場
産
業
で
あ
る
青
梅
夜
具
地

と
呼
ば
れ
る
布
団
地
の
生
産
が
盛
ん
に

な
り
は
じ
め
た
時
期
。
と
り
わ
け
戦
後

は
全
国
シ
ェ
ア
が
50
％
を
超
え
た
と
も

い
わ
れ
、
そ
の
一
翼
を
担
っ
た
村
田
染

工
も
順
調
に
業
績
を
伸
ば
す
。

　
「
１
９
５
０
年
生
ま
れ
の
父
は
、
中

学
者
会
長
の
「
壺
草
苑
」
物
語

央
大
学
理
工
学
部
に
入
学
。

工
業
化
学
科
（
現
応
用
化
学

科
）
で
染
色
を
研
究
し
、
青

梅
に
戻
っ
て
家
業
を
継
い

だ
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
学

者
肌
の
経
営
者
。お
そ
ら
く
、

そ
ん
な
父
で
な
け
れ
ば
伝
統

技
法
と
も
い
う
べ
き
藍
染
の
発
想
は
出

て
こ
な
か
っ
た
と
思
う
」

　

70
年
代
に
な
る
と
、
石
油
危
機
を
き

っ
か
け
に
繊
維
不
況
が
本
格
化
。
や
が

て
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
輸
入
品

と
の
競
合
が
追
い
打
ち
を
か
け
る
。
村

田
染
工
も
取
引
先
が
相
次
い
で
倒
産
。

旧
来
の
や
り
方
で
は
ジ
リ
貧
が
目
に
見

え
て
い
た
。
も
し
壺
草
苑
が
な
け
れ
ば

事
業
継
続
の
危
機
を
迎
え
て
い
た
か
も

し
れ
な
い
。

　
「
実
際
、
わ

た
し
が
入
社
す

る
２
０
１
９
年

は
経
営
状
態
も

か
な
り
厳
し
か

っ
た
。
既
存
工

場
と
壺
草
苑
の

２
本
立
て
で
運

営
し
て
い
た

が
、
結
果
的
に

は
藍
染
だ
け
に
絞
り
込
む
こ
と
を
意
思

決
定
。
20
年
に
は
創
業
以
来
稼
働
し
て

い
た
工
場
を
閉
鎖
し
て
い
る
」

　

村
田
社
長
自
身
は
東
京
理
科
大
学
経

営
学
部
に
進
学
。
卒
業
後
は
人
材
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
な
ど
で
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
力
に
磨
き
を
か
け
た
。
21
年
１
月

に
は
社
長
に
就
任
。
会
長
と
は
ひ
と
味

違
っ
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
で
壺
草

苑
ブ
ラ
ン
ド
の
普
及
、
販
売
チ
ャ
ネ
ル

の
拡
大
を
め
ざ
す
。　
　
（
岡
村
繁
雄
）

先代の仕事と教え

■ 17■

村田染工  村田敏行社長

■
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
東

京
25
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
ア
ク

セ
ス
で
き
ま
す
。

　

自
民
党
「
都
市
農
業
研

究
会
」
が
2
月
18
日
、
千

興
に
決
意
を
示
し
た
。
会

議
で
は
「
生
産
緑
地
の

２
０
２
２
年
問
題
」
は
懸

念
が
払
し
ょ
く
さ
れ
つ
つ

あ
る
と
の
見
通
し
や
営
農

型
太
陽
光
発
電
の
可
否
に

つ
い
て
議
論
し
た
。

　

２
０
２
２
年
問
題
は
、

同
年
に
多
く
の
生
産
緑
地

が
30
年
の
期
限
を
迎
え
、

指
定
解
除
が
相
次
ぐ
こ
と

で
極
端
な
地
価
下
落
を
招

く
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
も

代
田
区
永
田
町
の
同
党
本

部
で
開
か
れ
、
新
会
長
と

な
っ
た
井
上
信
治
衆
院
議

員
は
改
め
て
都
市
農
業
振

生
産
緑
地
２
０
２
２
年
問
題　

払
し
ょ
く
の
見
通
し

の
。

　

こ
の
た
め
政
府
は
15
年

に
都
市
農
業
振
興
基
本
法

を
改
正
。
指
定
要
件
な
ど

を
緩
和
し
、
翌
年
に
は
都

市
農
業
振
興
基
本
計
画
を

閣
議
決
定
し
、
都
市
農
地

は
、
こ
れ
ま
で
の
「
宅
地

化
す
べ
き
も
の
」
か
ら
都

市
に
「
あ
る
べ
き
も
の
」

へ
と
明
確
化
。
具
体
策
と

し
て
、
17
年
に
都
市
緑
地

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
を
成
立
。
18
年
度
税

制
改
正
で
都
市
農
地
税
制

を
見
直
し
、
同
年
に
都
市

農
地
の
貸
借
の
円
滑
化
に

関
す
る
法
律
を
成
立
さ
せ

た
。

　

会
議
で
は
、
こ
う
し
た

改
正
が
功
を
奏
し
、
現
時

点
で
都
内
の
86
％
の
農
地

が
引
き
続
き
生
産
緑
地
の

指
定
を
受
け
る
意
向
を
示

し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。

　

一
方
、
生
産
緑
地
の
上

（
上
空
）
に
太
陽
光
発
電

設
備
を
設
け
、
農
業
と
売

電
を
行
う
営
農
型
太
陽
光

発
電
を
認
め
る
か
に
つ
い

て
は
、
出
席
議
員
の
意
見

　

坂
本
勇
Ｊ
Ａ
あ
き
が
わ

代
表
理
事
組
合
長
の
コ
メ

ン
ト

　
「
２
０
１
５
年
４
月
に

議
員
立
法
に
よ
る
都
市
農

業
振
興
基
本
法
が
成
立

し
、
都
市
に
お
け
る
緑
地

の
大
切
さ
や
、
東
日
本
大

震
災
を
機
に
防
災
面
で
の

必
要
性
が
見
直
さ
れ
、
都

市
農
地
の
保
全
へ
の
関
心

は
高
ま
っ
て
い
る
。
市
街

地
の
農
地
は
か
つ
て
の
宅

地
の
供
給
源
か
ら
今
は
あ

る
べ
き
土
地
へ
と
行
政
の

政
策
転
換
が
進
ん
だ
。
生

産
緑
地
法
の
改
正
、
都
市

農
地
の
貸
借
の
円
滑
化
に

関
す
る
法
律
の
施
行
で
、

生
産
緑
地
は
こ
れ
ま
で
の

５
０
０
平
方
㍍
以
上
か
ら

３
０
０
平
方
㍍
以
上
に
指

定
要
件
が
引
き
下
げ
ら
れ

る
と
と
も
に
、
緑
地
を
貸

す
こ
と
が
容
易
に
な
り
、

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
も
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ

ら
に
よ
り
２
０
２
２
年
問

題
は
払
し
ょ
く
さ
れ
た
。

自
民
党
都
市
農
業
研
究
会

の
石
原
伸
晃
前
会
長
や
中

川
雅
治
参
院
議
員
に
は
現

場
の
声
を
聞
い
て
い
た
だ

き
本
当
に
頑
張
っ
て
も
ら

っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し

て
市
街
地
の
周
辺
農
地
に

も
し
っ
か
り
目
を
向
け
て

欲
し
い
。
井
上
新
会
長
に

は
引
き
続
き
お
世
話
に
な

る
が
、
大
い
に
期
待
し
た

い
」。

の
違
い
が
あ
り
、
井
上
会

長
の
采
配
で
、
論
点
を
明

確
化
し
た
う
え
で
継
続
し

て
議
論
し
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
た
。

　

井
上
会
長
は
「
石
原
伸

晃
前
会
長
の
後
を
継
い
で

会
長
に
就
任
し
た
。
私
の

地
元
、
西
多
摩
と
昭
島
は

都
内
で
最
も
農
業
が
盛
ん

な
地
域
で
あ
り
、
私
も
従

来
か
ら
都
市
農
業
の
振
興

に
力
を
入
れ
て
き
た
。
メ

ン
バ
ー
の
国
会
議
員
や
農

業
者
、
農
業
団
体
の
皆
さ

ん
と
も
協
力
し
て
、
都
市

の
農
業
を
守
り
、
育
て
る

た
め
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。

市
街
地
の
農
地　

あ
る
べ
き
土
地
へ

自
民
党
都
市
農
業
研
究
会
の
活
動
に
期
待

自民党「都市農業研究会」
　新会長に井上衆院議員

新会長に就任し、研究会を
けん引する井上衆院議員

坂
本
Ｊ
Ａ
あ
き
が
わ
組
合
長

あきる野市小中野167
☎042‐596‐0129

あきる野市小川633 ☎042‐559‐8080

青梅市藤橋2－32
☎0428‐30‐1661☎0428‐30‐1661
令和4年3月の営業
平日：テイクアウト商品販売のみ営業
（11時～17時）
土日祝日：ご昼食のみ営業
（11時～15時受付）
※テイクアウト商品販売も致します。

令和4年３月の営業
平日：テイクアウト商品販売のみ営業（11時～17時）
土日祝日：ご昼食のみ営業（11時～15時受付）※テイクアウト商品販売も致します。
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令和4年３月の営業
平日：ご昼食のみ営業（11時～15時受付）
土日祝日：ご昼食（11時～15時受付）ご夕食（17時～20時受付・21時閉店）
※テイクアウト商品販売は、休業日をのぞく全日11時～16時半で営業致します

定休日：毎週火曜日、および水曜日は不定休

令和4年３月の営業

土日祝日：ご昼食（11時～15時受付）ご夕食（17時～20時受付・21時閉店）
※テイクアウト商品販売は、休業日をのぞく全日11時～16時半で営業致します

令和4年３月の営業
平日：ご昼食のみ営業（11時～15時受付）
土日祝日：ご昼食（11時～15時受付）ご夕食（17時～20時受付・21時閉店）
※テイクアウト商品販売は、休業日をのぞく全日11時～16時半で営業致します

定休日：毎週火曜日、および水曜日は不定休

☎0428‐30‐1661

☎042‐559‐8080

土日祝日：ご昼食のみ営業（11時～15時受付）※テイクアウト商品販売も致します。土日祝日：ご昼食のみ営業（11時～15時受付）※テイクアウト商品販売も致します。

青梅市藤橋2－32
☎0428‐30‐1661

あきる野市小川633 ☎042‐559‐8080

青梅市藤橋2－32

令和4年３月の営業
平日：テイクアウト商品販売のみ営業（11時～17時）
土日祝日：ご昼食のみ営業（11時～15時受付）※テイクアウト商品販売も致します。土日祝日：ご昼食のみ営業（11時～15時受付）※テイクアウト商品販売も致します。

定休日：毎週火曜日、および水曜日は不定休

平日：テイクアウト商品販売のみ営業

※テイクアウト商品販売も致します。

平日：テイクアウト商品販売のみ営業
（11時～17時）
土日祝日：ご昼食のみ営業
（11時～15時受付）
※テイクアウト商品販売も致します。

定休日：毎週火曜日、および水曜日は不定休

黒茶屋グループ（黒茶屋・燈々庵・井中居）では、
令和4年3月16日（水）から令和4年4月15日（金）
までの間、上記の通りの内容にて営業致します。
※営業内容は変更となる場合があります。
　お越しの際はホームページか電話でご確認ください。


